
改訂日改訂日改訂日改訂日改訂日  2024/03/22  
改訂番号改訂番号改訂番号改訂番号改訂番号  1  

安全データ シート安全データ シート安全データ シート安全データ シート安全データ シート
こ の安全データ シート は以下の要件に準拠し ている：

JIS Z 7252:2019; JIS Z 7253:2019  

1. 化学品及び会社情報化学品及び会社情報化学品及び会社情報化学品及び会社情報化学品及び会社情報 

化学品の名称化学品の名称化学品の名称化学品の名称化学品の名称 PK-962BK PRINTING INK 

製品コ ード製品コ ード製品コ ード製品コ ード製品コ ード  PK-962BK  

登録番号登録番号登録番号登録番号登録番号 該当し ない  

安全データ シート の供給者の詳細安全データ シート の供給者の詳細安全データ シート の供給者の詳細安全データ シート の供給者の詳細安全データ シート の供給者の詳細 

緊急連絡電話番号緊急連絡電話番号緊急連絡電話番号緊急連絡電話番号緊急連絡電話番号 緊急電話：  +44 207 858 0111 (24時間、 英語のみ)  

電子メ ールアド レス電子メ ールアド レス電子メ ールアド レス電子メ ールアド レス電子メ ールアド レス bipj-dominosds@brother.co.jp  

化学品の推奨用途及び使用上の制限化学品の推奨用途及び使用上の制限化学品の推奨用途及び使用上の制限化学品の推奨用途及び使用上の制限化学品の推奨用途及び使用上の制限 

推奨用途推奨用途推奨用途推奨用途推奨用途 印刷イ ンキ。   

使用上の制限使用上の制限使用上の制限使用上の制限使用上の制限 産業用途専用 

2. 危険有害性の要約危険有害性の要約危険有害性の要約危険有害性の要約危険有害性の要約 

GHS 分類分類分類分類分類  
世界調和システム(GHS)による危険物有害性の物質でも 混合物でも ない  
急性毒性(経口) 区分に該当し ない  
急性毒性(経皮) 区分に該当し ない  
急性毒性(吸入) - ガス  区分に該当し ない  
急性毒性(吸入) - 蒸気 区分に該当し ない  
急性毒性(吸入) - 粉じ ん／ミ スト  区分に該当し ない  
皮膚腐食性／刺激性 分類でき ない  
眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性 分類でき ない  
呼吸器感作性 分類でき ない  
皮膚感作性 分類でき ない  
生殖細胞変異原性 分類でき ない  
発がん性 分類でき ない  
生殖毒性 分類でき ない  

授乳に対する又は授乳を介し た影響 分類でき ない  
特定標的臓器毒性(単回ばく 露) 分類でき ない  
特定標的臓器毒性(反復ばく 露) 分類でき ない  
誤えん有害性 分類でき ない  
水生環境有害性　 短期(急性) 区分に該当し ない  
水生環境有害性　 長期(慢性) 分類でき ない  
オゾン層への有害性 分類でき ない  

供給者供給者供給者供給者供給者
ブラ ザーイ ンダスト リ アルプリ ンティ ング株式会社 
東京都大田区西蒲田8-20-8  アゼル3号館 
電話番号 ： 03-3736-2731  
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GHSラ ベル要素ラ ベル要素ラ ベル要素ラ ベル要素ラ ベル要素 

危険有害性情報危険有害性情報危険有害性情報危険有害性情報危険有害性情報  
世界調和システム(GHS)による危険物有害性の物質でも 混合物でも ない  

注意書き注意書き注意書き注意書き注意書き    
安全対策安全対策安全対策安全対策安全対策
•  取扱い後は手をよく 洗う こ と
•  保護手袋／保護衣及び眼／顔面保護具を着用するこ と   

応急措置応急措置応急措置応急措置応急措置
•  該当し ない  
保管保管保管保管保管
•  換気の良い場所で保管するこ と 。 容器を密閉し ておく こ と   
廃棄廃棄廃棄廃棄廃棄
•  内容物／容器を適用さ れる現地、 地域、 国、 及び国際規則に従っ て廃棄するこ と   

他の危険有害性他の危険有害性他の危険有害性他の危険有害性他の危険有害性  

情報なし 。   

3. 組成及び成分情報組成及び成分情報組成及び成分情報組成及び成分情報組成及び成分情報 

化学物質・混合物の区別化学物質・混合物の区別化学物質・混合物の区別化学物質・混合物の区別化学物質・混合物の区別 混合物  

製品には、 指定の濃度で健康に対し て危険有害性であると 考えら れる物質は含まれていない。   

化学名又は一般名 CAS番号 重量％ 化審法イ ンベ
ント リ  

化審法番号 安衛法イ ンベ
ント リ  

安衛法番号 

カ ーボンブラ ッ ク  1333-86-4 10 - <20% 対象外 - 既存 (5)-5222,(5)-3
328 

化学物質排出把握管理促進法(化学物質排出把握管理促進法(化学物質排出把握管理促進法(化学物質排出把握管理促進法(化学物質排出把握管理促進法(PRTR法)法)法)法)法)
該当し ない  

労働安全衛生法労働安全衛生法労働安全衛生法労働安全衛生法労働安全衛生法  
通知対象物質
該当し ない  

化学名又は一般名 規則名称 CAS番号 施行日 
カ ーボンブラ ッ ク  カ ーボンブラ ッ ク  1333-86-4 

表示対象物質
該当し ない  

化学名又は一般名 規則名称 CAS番号 施行日 
カ ーボンブラ ッ ク  カ ーボンブラ ッ ク  1333-86-4 

毒物及び劇物取締法毒物及び劇物取締法毒物及び劇物取締法毒物及び劇物取締法毒物及び劇物取締法
該当し ない  

4. 応急措置応急措置応急措置応急措置応急措置 

吸入し た場合吸入し た場合吸入し た場合吸入し た場合吸入し た場合 
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ばく 露又はばく 露の懸念がある場合： 医師の診察／手当てを受けるこ と 。  意識のある吸入
被災者に手を貸し て汚染さ れていない区域に避難さ せ、 新鮮な空気を吸わせるこ と 。  呼吸
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が困難な場合には、 (資格のある者が)酸素吸入を行う こ と 。   

皮膚に付着し た場合皮膚に付着し た場合皮膚に付着し た場合皮膚に付着し た場合皮膚に付着し た場合 皮膚を石けん(鹸)と 水で洗う こ と 。   

眼に入っ た場合眼に入っ た場合眼に入っ た場合眼に入っ た場合眼に入っ た場合 上下のまぶた(瞼)を持ち上げながら 最低15分間多量の水でよく 洗う こ と 。 医師に相談する
こ と 。   

飲み込んだ場合飲み込んだ場合飲み込んだ場合飲み込んだ場合飲み込んだ場合 口をすすぐ こ と 。   

急性症状及び遅発性症状の最も 重要な急性症状及び遅発性症状の最も 重要な急性症状及び遅発性症状の最も 重要な急性症状及び遅発性症状の最も 重要な急性症状及び遅発性症状の最も 重要な
徴候症状徴候症状徴候症状徴候症状徴候症状 

情報なし 。   

医師に対する特別な注意事項医師に対する特別な注意事項医師に対する特別な注意事項医師に対する特別な注意事項医師に対する特別な注意事項 症状に応じ て治療するこ と 。   

5. 火災時の措置火災時の措置火災時の措置火災時の措置火災時の措置 

適切な消火剤適切な消火剤適切な消火剤適切な消火剤適切な消火剤 現地の状況及び周囲環境に適し た消火方法を用いるこ と 。   

使っ てはなら ない消火剤使っ てはなら ない消火剤使っ てはなら ない消火剤使っ てはなら ない消火剤使っ てはなら ない消火剤 高圧水で漏出物を散乱さ せないこ と 。   

特有の危険有害性特有の危険有害性特有の危険有害性特有の危険有害性特有の危険有害性 情報なし 。   
危険有害性燃焼生成物危険有害性燃焼生成物危険有害性燃焼生成物危険有害性燃焼生成物危険有害性燃焼生成物 熱分解または燃焼し た製品は次の物質を含むおそれがある：  有害なガスまたは蒸気。  一酸

化炭素(CO)。  二酸化炭素(CO2)。 。   
爆発性爆発性爆発性爆発性爆発性 爆発物ではない。   

特有の消火方法特有の消火方法特有の消火方法特有の消火方法特有の消火方法 水噴霧でド ラ ムを冷却するこ と 。   

消火活動を行う 者の特別な保護具及び消火活動を行う 者の特別な保護具及び消火活動を行う 者の特別な保護具及び消火活動を行う 者の特別な保護具及び消火活動を行う 者の特別な保護具及び
予防措置予防措置予防措置予防措置予防措置 

防火服又は防炎服を着用するこ と 。  水生環境への放出を防止するこ と 。  消火活動から の流
去水が排水路又は水路に流れ込まないよう にするこ と 。  水質汚染のリ スク が生じ た場合に
は、 管轄官庁に通報するこ と 。 。   

その他の情報その他の情報その他の情報その他の情報その他の情報 警告： 放水では十分な消火の効果が得ら れない場合がある。   

6. 漏出時の措置漏出時の措置漏出時の措置漏出時の措置漏出時の措置 

人体に対する注意事項、 保護具及び緊人体に対する注意事項、 保護具及び緊人体に対する注意事項、 保護具及び緊人体に対する注意事項、 保護具及び緊人体に対する注意事項、 保護具及び緊
急時措置急時措置急時措置急時措置急時措置 

人員を安全な区域に退避さ せるこ と 。  指定さ れた個人用保護具を着用するこ と 。  詳細につ
いては項目8を参照。  皮膚、 眼又は衣類と の接触を避けるこ と 。  十分換気さ れているか確
認するこ と 。  人員を漏出／漏えい(洩)の風上に遠ざけるこ と 。  全ての着火源を排除するこ
と (近接区域は禁煙と し 、 裸火、 火花又は火炎を排除するこ と )。  フ ラ ッ シュ バッ ク に注意
するこ と 。  静電気放電に対する予防措置を講ずるこ と 。  漏出物に触れたり その上を歩いた
り し ないこ と 。   

緊急対応を行う 者のための保護具緊急対応を行う 者のための保護具緊急対応を行う 者のための保護具緊急対応を行う 者のための保護具緊急対応を行う 者のための保護具 項目8で推奨さ れている個人用保護具を着用するこ と 。   

環境に対する注意事項環境に対する注意事項環境に対する注意事項環境に対する注意事項環境に対する注意事項 製品が排水路に入ら ないよう にするこ と 。  環境中に放出し てはなら ない。  水生生物に対し
て有害であり 、 水生環境中で長期にわたり 悪影響を及ぼすこ と がある。  液体漏出物を砂、
土又はその他の不燃性の吸着材料で覆う こ と 。  環境汚染(下水道、 水路、 土壌または大気
)が発生し た場合には関係官庁に報告するこ と 。 。   

封じ 込め方法封じ 込め方法封じ 込め方法封じ 込め方法封じ 込め方法 リ スク を伴わずに可能なら ば漏えい(洩)を止めるこ と 。  漏出物に触れたり その上を歩いた
り し ないこ と 。  蒸気抑制泡を使用し て蒸気を減ら すこ と ができ る。  流去水を回収するため
に液体流出物のかなり 前方に堤防を築く こ と 。  排水路、 下水溝、 排水溝、 水路に入ら ない
よう にするこ と 。  漏出物を封じ 込め、 不燃性の吸収材料(砂、 土、 ケイ ソ ウ土、 バーミ キュ
ラ イ ト など)で吸収し て容器に入れ、 現地／国の規制に従っ て廃棄するこ と (項目13を参照
)。   

浄化方法浄化方法浄化方法浄化方法浄化方法 
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二次災害の防止策二次災害の防止策二次災害の防止策二次災害の防止策二次災害の防止策 汚染さ れた物体及び区域を環境規則に従っ て十分に浄化するこ と 。   

参照すべき 項目参照すべき 項目参照すべき 項目参照すべき 項目参照すべき 項目 項目8で推奨さ れている個人用保護具を着用するこ と 。  追加的な有害性情報については項
目11を参照。  詳細については項目13を参照。   

7. 取扱い及び保管上の注意取扱い及び保管上の注意取扱い及び保管上の注意取扱い及び保管上の注意取扱い及び保管上の注意 

取扱い取扱い取扱い取扱い取扱い 

安全取扱注意事項安全取扱注意事項安全取扱注意事項安全取扱注意事項安全取扱注意事項 産業衛生安全対策規範に従っ て取り 扱う こ と 。   

保管保管保管保管保管 

安全な保管条件安全な保管条件安全な保管条件安全な保管条件安全な保管条件 容器を密閉し て乾燥し た涼し く 換気のよい場所に保管するこ と 。   

8. ばく 露防止及び保護措置ばく 露防止及び保護措置ばく 露防止及び保護措置ばく 露防止及び保護措置ばく 露防止及び保護措置 

許容濃度許容濃度許容濃度許容濃度許容濃度 こ の製品は、 供給さ れたままの状態なら 、 地域独自の規制団体が制定し た職業被ばく 限界
が設定さ れた危険有害物質を一切含んでいない。   

化学名又は一般名 日本産業衛生学会 労働安全衛生法 作業環境評価基
準 - 管理濃度 

ACGIH TLV 

カ ーボンブラ ッ ク  
 1333-86-4 

TWA: 4 mg/m3 
TWA: 1 mg/m3 

- TWA: 3 mg/m3  inhalable 
particulate matter 

生物学的モニタ リ ング指標生物学的モニタ リ ング指標生物学的モニタ リ ング指標生物学的モニタ リ ング指標生物学的モニタ リ ング指標 こ の製品は、 供給さ れたままの状態なら 、 地域独自の規制団体が制定し た生物学的制限値
が設定さ れた危険有害物質を一切含んでいない  

設備対策設備対策設備対策設備対策設備対策 設備対策を使用し てばく 露をOEL又はDNEL未満に維持するこ と 。  特に密閉区域内では、
十分な換気を確保するこ と 。   

環境ばく 露防止環境ばく 露防止環境ばく 露防止環境ばく 露防止環境ばく 露防止 いかなる下水管の中、 地面上又はいかなる水域中にも 侵入さ せないこ と 。  容器を密閉し て
おく こ と 。   

保護具保護具保護具保護具保護具 

呼吸用保護具呼吸用保護具呼吸用保護具呼吸用保護具呼吸用保護具 
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労働者がばく 露限界値を超える濃度にさ ら さ れる場合には、 認証を受けた適切な呼吸用保
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護具を必ず使用し なければなら ない。  十分換気さ れているか確認するこ と 。   

リ スク アセスメ ント で皮膚接触の可能性が示さ れた場合は、 認定基準に適合し た耐薬品性で不浸透性の手袋を着用する必要があり
ます。 化学物質から 手を保護するために、 当社推奨の手袋を使用するこ と ができ ます。 手袋の素材の突破時間に関する情報を提供
でき る手袋のサプラ イ ヤーまたは製造業者に相談し て、 適切な代替手袋を選択するこ と も 可能です。   

眼及び眼及び眼及び眼及び眼及び／／／／／又は顔面の保護具又は顔面の保護具又は顔面の保護具又は顔面の保護具又は顔面の保護具 サイ ド シールド 付き 保護眼鏡(又はゴーグル)を着用するこ と 。   

皮膚及び身体の保護具皮膚及び身体の保護具皮膚及び身体の保護具皮膚及び身体の保護具皮膚及び身体の保護具 特別な保護具は必要と さ れない。   

9. 物理的及び化学的性質物理的及び化学的性質物理的及び化学的性質物理的及び化学的性質物理的及び化学的性質 

物理的及び化学的性質に関する情報物理的及び化学的性質に関する情報物理的及び化学的性質に関する情報物理的及び化学的性質に関する情報物理的及び化学的性質に関する情報

外観外観外観外観外観 液体  
物理状態物理状態物理状態物理状態物理状態 液体  
色色色色色 黒色  

臭い臭い臭い臭い臭い かすかな   
臭いのし き い値臭いのし き い値臭いのし き い値臭いのし き い値臭いのし き い値 情報なし   

その他の情報その他の情報その他の情報その他の情報その他の情報

爆発性爆発性爆発性爆発性爆発性 爆発物ではない  
酸化性酸化性酸化性酸化性酸化性 酸化性物質の分類基準を満たさ ない。   
揮発性有機化合物揮発性有機化合物揮発性有機化合物揮発性有機化合物揮発性有機化合物 10%, 0.0925 kg/L。   

10：：：：： 安定性及び反応性安定性及び反応性安定性及び反応性安定性及び反応性安定性及び反応性 

反応性反応性反応性反応性反応性 酸化剤、 ハロゲン及び酸と 発熱し ながら 反応する。   

特性特性特性特性特性 値値値値値  備考備考備考備考備考  • 方法方法方法方法方法  
融点融点融点融点融点／／／／／凝固点凝固点凝固点凝固点凝固点 -10  -  -6  °C  /  14  -  21.2  °F  データ は製品の主成分に対するも のである   
沸点又は初留点及び沸点範囲沸点又は初留点及び沸点範囲沸点又は初留点及び沸点範囲沸点又は初留点及び沸点範囲沸点又は初留点及び沸点範囲 >  271  °C  /  519.8  °F   
可燃性可燃性可燃性可燃性可燃性 不燃性  
爆発下限界及び爆発上限界爆発下限界及び爆発上限界爆発下限界及び爆発上限界爆発下限界及び爆発上限界爆発下限界及び爆発上限界／／／／／可燃限界可燃限界可燃限界可燃限界可燃限界   

爆発又は可燃の上限界爆発又は可燃の上限界爆発又は可燃の上限界爆発又は可燃の上限界爆発又は可燃の上限界  
爆発又は可燃の下限界爆発又は可燃の下限界爆発又は可燃の下限界爆発又は可燃の下限界爆発又は可燃の下限界  

引火点引火点引火点引火点引火点 121.5  °C  /  250.7  °F   
蒸発速度蒸発速度蒸発速度蒸発速度蒸発速度  
自然発火点自然発火点自然発火点自然発火点自然発火点 345  °C  /  653  °F   
分解温度分解温度分解温度分解温度分解温度  
pH 有機溶剤を含む  
粘度粘度粘度粘度粘度  

動粘性率動粘性率動粘性率動粘性率動粘性率  
動的粘度動的粘度動的粘度動的粘度動的粘度 15.5-20 cP @ 25°C  

水への溶解度水への溶解度水への溶解度水への溶解度水への溶解度 水に不溶性  
溶解度溶解度溶解度溶解度溶解度 
ｎｎｎｎｎ －－－－－オク タ ノ ールオク タ ノ ールオク タ ノ ールオク タ ノ ールオク タ ノ ール／／／／／水分配係数(水分配係数(水分配係数(水分配係数(水分配係数(log値)値)値)値)値) 5.7  n - オク タ ノ ール／水分配係数 (log Pow)  
蒸気圧蒸気圧蒸気圧蒸気圧蒸気圧 0.07 - 1.8 Pa @ 20°C  
密度及び密度及び密度及び密度及び密度及び／／／／／又は相対密度又は相対密度又は相対密度又は相対密度又は相対密度  

相対密度相対密度相対密度相対密度相対密度 0.936   
蒸気濃度蒸気濃度蒸気濃度蒸気濃度蒸気濃度 情報なし    
かさ 密度かさ 密度かさ 密度かさ 密度かさ 密度 情報なし    

相対ガス密度相対ガス密度相対ガス密度相対ガス密度相対ガス密度 > 1  
粒子特性粒子特性粒子特性粒子特性粒子特性 該当し ない 液体  

粒径粒径粒径粒径粒径 該当し ない 液体  
粒径分布粒径分布粒径分布粒径分布粒径分布 
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化学的安定性化学的安定性化学的安定性化学的安定性化学的安定性 通常の条件下で安定。   

危険有害反応可能性危険有害反応可能性危険有害反応可能性危険有害反応可能性危険有害反応可能性 酸化剤、 ハロゲン及び酸と 発熱し ながら 反応する。   

避けるべき 条件避けるべき 条件避けるべき 条件避けるべき 条件避けるべき 条件 情報なし 。   

混触危険物質混触危険物質混触危険物質混触危険物質混触危険物質 酸化剤、 ハロゲン及び酸と 発熱し ながら 反応する。   

危険有害な分解生成物危険有害な分解生成物危険有害な分解生成物危険有害な分解生成物危険有害な分解生成物 通常の使用条件下ではない。  熱分解すると 刺激性及び有毒なガス及び蒸気を放出する可能
性がある。  二酸化炭素(CO2)。  一酸化炭素。   

その他の情報その他の情報その他の情報その他の情報その他の情報 溶剤系イ ンク と UV硬化型イ ンク を混ぜないでく ださ い。  可燃物と 混合を回避するために
予防策をと るこ と 。  廃棄物処理。   

爆発データ爆発データ爆発データ爆発データ爆発データ  
静電放電に対する感度静電放電に対する感度静電放電に対する感度静電放電に対する感度静電放電に対する感度 なし 。   
機械的衝撃に対する感度機械的衝撃に対する感度機械的衝撃に対する感度機械的衝撃に対する感度機械的衝撃に対する感度 なし 。   

11. 有害性情報有害性情報有害性情報有害性情報有害性情報 
 
急性毒性急性毒性急性毒性急性毒性急性毒性  

毒性の数値尺度毒性の数値尺度毒性の数値尺度毒性の数値尺度毒性の数値尺度  - 製品情報製品情報製品情報製品情報製品情報  
 

以下の値は以下の値は以下の値は以下の値は以下の値はGHS文書の第文書の第文書の第文書の第文書の第3.1章に基づいて算出さ れている章に基づいて算出さ れている章に基づいて算出さ れている章に基づいて算出さ れている章に基づいて算出さ れている    
ATEm ix(経口) ATEm ix(経口) ATEm ix(経口) ATEm ix(経口) ATEm ix(経口) 99,999.00  mg/kg  
ATEm ix(経皮) ATEm ix(経皮) ATEm ix(経皮) ATEm ix(経皮) ATEm ix(経皮) 99,999.00  mg/kg  
ATEm ix(吸入 - ATEm ix(吸入 - ATEm ix(吸入 - ATEm ix(吸入 - ATEm ix(吸入 - 蒸気)蒸気)蒸気)蒸気)蒸気) 99,999.00  mg/l  

急性毒性(経口) 

化学名又は一般名化学名又は一般名化学名又は一般名化学名又は一般名化学名又は一般名 パラ メ ータ ーパラ メ ータ ーパラ メ ータ ーパラ メ ータ ーパラ メ ータ ー 有効量有効量有効量有効量有効量 種種種種種 方法方法方法方法方法 備考備考備考備考備考 
カ ーボンブラ ッ ク  LD50 > 8000 mg/kg bw ラ ッ ト  OECD 401 REACH dossier 

急性毒性(経皮) 

化学名又は一般名化学名又は一般名化学名又は一般名化学名又は一般名化学名又は一般名 パラ メ ータ ーパラ メ ータ ーパラ メ ータ ーパラ メ ータ ーパラ メ ータ ー 有効量有効量有効量有効量有効量 種種種種種 方法方法方法方法方法 備考備考備考備考備考 
カ ーボンブラ ッ ク  LD50 > 2000 mg/kg bw ウサギ REACH dossier 

急性毒性 - 吸入 

化学名又は一般名化学名又は一般名化学名又は一般名化学名又は一般名化学名又は一般名 パラ メ ータ ーパラ メ ータ ーパラ メ ータ ーパラ メ ータ ーパラ メ ータ ー 有効量有効量有効量有効量有効量 ばく 露時間ばく 露時間ばく 露時間ばく 露時間ばく 露時間 種種種種種 方法方法方法方法方法 備考備考備考備考備考 
カ ーボンブラ ッ ク  LC0 >4.6 mg/m3 4 hrs ラ ッ ト  OECD 403 no deaths occurred 

症状症状症状症状症状 情報なし 。   

製品情報製品情報製品情報製品情報製品情報  

経口経口経口経口経口 こ の化学物質又は混合物の特定試験データ はない。   

吸入吸入吸入吸入吸入 
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皮膚接触皮膚接触皮膚接触皮膚接触皮膚接触 こ の化学物質又は混合物の特定試験データ はない。   

眼接触眼接触眼接触眼接触眼接触 こ の化学物質又は混合物の特定試験データ はない。   

化学名又は一般名 日本産業衛生学会 IARC 
カ ーボンブラ ッ ク  

 1333-86-4 
2 Group 2B 

標的臓器影響標的臓器影響標的臓器影響標的臓器影響標的臓器影響 呼吸器。  眼。  リ ンパ系。   

12. 環境影響情報環境影響情報環境影響情報環境影響情報環境影響情報 

生態毒性生態毒性生態毒性生態毒性生態毒性  

化学名又は一般名 藻類／水生植物 魚類 甲殻類 
カ ーボンブラ ッ ク  EC50: >10000mg/L (72h, 

Desmodesmus subspicatus) 
LC50: >1000mg/L (96h, Danio 

rerio) 
EC50: >5600mg/L (24h,  

Daphnia magna) 

残留性・分解性残留性・分解性残留性・分解性残留性・分解性残留性・分解性 情報なし 。   

生態蓄積性生態蓄積性生態蓄積性生態蓄積性生態蓄積性 こ の製品のデータ はない。   

土壌中の移動性土壌中の移動性土壌中の移動性土壌中の移動性土壌中の移動性 情報なし 。   

オゾン層への有害性オゾン層への有害性オゾン層への有害性オゾン層への有害性オゾン層への有害性 分類でき ない。  利用可能なデータ に基づき 、 分類基準を満たさ ない。   

他の有害影響他の有害影響他の有害影響他の有害影響他の有害影響 情報なし 。   

13. 廃棄上の注意廃棄上の注意廃棄上の注意廃棄上の注意廃棄上の注意 

残余廃棄物残余廃棄物残余廃棄物残余廃棄物残余廃棄物 
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汚染容器及び包装汚染容器及び包装汚染容器及び包装汚染容器及び包装汚染容器及び包装 空容器を再利用し ないこ と 。   

廃棄物処理廃棄物処理廃棄物処理廃棄物処理廃棄物処理 溶剤系イ ンク と UV硬化型イ ンク を混ぜないでく ださ い、  可燃物と 混合を回避するために
予防策をと るこ と   

14. 輸送上の注意輸送上の注意輸送上の注意輸送上の注意輸送上の注意 

IMDG 規制対象外  

MARPOL 73/78付属書付属書付属書付属書付属書II及び及び及び及び及びIBCコ ード によるばら 積み輸送さ れる液体物質コ ード によるばら 積み輸送さ れる液体物質コ ード によるばら 積み輸送さ れる液体物質コ ード によるばら 積み輸送さ れる液体物質コ ード によるばら 積み輸送さ れる液体物質
情報なし   

ADR 規制対象外  

IATA 規制対象外  

日本日本日本日本日本 規制対象外  

15. 適用法令適用法令適用法令適用法令適用法令 

国内規制国内規制国内規制国内規制国内規制 
化学物質排出把握管理促進法(化学物質排出把握管理促進法(化学物質排出把握管理促進法(化学物質排出把握管理促進法(化学物質排出把握管理促進法(PRTR法)法)法)法)法)
詳細情報については項目3を参照  
労働安全衛生法労働安全衛生法労働安全衛生法労働安全衛生法労働安全衛生法
該当し ない  

製造禁止物質等製造禁止物質等製造禁止物質等製造禁止物質等製造禁止物質等
該当し ない  
製造許可物質等製造許可物質等製造許可物質等製造許可物質等製造許可物質等
該当し ない  
特定化学物質等(特化則)特定化学物質等(特化則)特定化学物質等(特化則)特定化学物質等(特化則)特定化学物質等(特化則)
該当し ない  
特別管理物質特別管理物質特別管理物質特別管理物質特別管理物質
該当し ない  
通知対象物質通知対象物質通知対象物質通知対象物質通知対象物質
該当し ない  
表示対象物質表示対象物質表示対象物質表示対象物質表示対象物質
該当し ない  

毒物及び劇物取締法毒物及び劇物取締法毒物及び劇物取締法毒物及び劇物取締法毒物及び劇物取締法
該当し ない  
消防法消防法消防法消防法消防法：：：：：
引火性液体、 第4類、 第3石油類、 非水溶性液体、 危険等級 III、 2000リ ッ ト ル  
化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律(化審法化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律(化審法化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律(化審法化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律(化審法化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律(化審法)
該当し ない  

海洋汚染及び海上災害の防止に関する法律海洋汚染及び海上災害の防止に関する法律海洋汚染及び海上災害の防止に関する法律海洋汚染及び海上災害の防止に関する法律海洋汚染及び海上災害の防止に関する法律
該当し ない  
廃棄物の処理及び清掃に関する法律廃棄物の処理及び清掃に関する法律廃棄物の処理及び清掃に関する法律廃棄物の処理及び清掃に関する法律廃棄物の処理及び清掃に関する法律
該当し ない  

ご注意く ださ い。 化学物質名およびCAS番号は規制リ スト に記載さ れていると 識別さ れる場合があり ますが、 暴露経路や使用シ
ナリ オはDomino印刷製品には適用さ れない場合があり ます。 ﻿  

国際規制国際規制国際規制国際規制国際規制

残留性有機汚染物質に関するスト ッ ク ホルム条約残留性有機汚染物質に関するスト ッ ク ホルム条約残留性有機汚染物質に関するスト ッ ク ホルム条約残留性有機汚染物質に関するスト ッ ク ホルム条約残留性有機汚染物質に関するスト ッ ク ホルム条約  該当し ない  

ページページページページページ  8 / 9  



PK-962BK -  PK-962BK PRINTING INK 改訂日改訂日改訂日改訂日改訂日  2024/03/22  

ロッ テルダム条約ロッ テルダム条約ロッ テルダム条約ロッ テルダム条約ロッ テルダム条約  該当し ない  

国際イ ンベント リ ー国際イ ンベント リ ー国際イ ンベント リ ー国際イ ンベント リ ー国際イ ンベント リ ー 
化審法イ ンベント リ化審法イ ンベント リ化審法イ ンベント リ化審法イ ンベント リ化審法イ ンベント リ  イ ンベント リ ー準拠状況については供給者まで問い合わせるこ と 。   

 ENCS  - 化審法既存物質  

16. その他の情報その他の情報その他の情報その他の情報その他の情報 

改訂日改訂日改訂日改訂日改訂日 2024/03/22  
改訂記録改訂記録改訂記録改訂記録改訂記録 ***前回の発行以降に更新さ れたデータ を示し ます。   

安全データ シート で使用さ れている略語及び頭文字のキー又は凡例安全データ シート で使用さ れている略語及び頭文字のキー又は凡例安全データ シート で使用さ れている略語及び頭文字のキー又は凡例安全データ シート で使用さ れている略語及び頭文字のキー又は凡例安全データ シート で使用さ れている略語及び頭文字のキー又は凡例  
凡例  8： ばく 露防止及び保護措置  

本本本本本SDSの編集に使用し た主要参考文献及びデータ 源の編集に使用し た主要参考文献及びデータ 源の編集に使用し た主要参考文献及びデータ 源の編集に使用し た主要参考文献及びデータ 源の編集に使用し た主要参考文献及びデータ 源  
環境有害物質・特定疾病対策庁 (ATSDR)  
米国環境保護庁ChemViewデータ ベース   
欧州化学品局  
欧州食品安全機関(EFSA)  
米国環境保護庁  
急性ばく 露ガイ ド ラ イ ンレベル(AEGL)  
米国環境保護庁、 連邦殺虫剤、 殺菌剤、 殺鼠剤法  
米国環境保護庁高生産量化学物質  
フ ード リ サーチジャ ーナル (Food Research Journal)  
危険有害性物質データ ベース   
国際統一化学情報データ ベース(IUCLID)  
製品評価技術基盤機構(NITE)  
オースト ラ リ ア国家工業化学品届出審査機構(NICNAS)  
NIOSH(米国労働安全衛生研究所)  
米国医学図書館ChemID Plus(NLM CIP)  
米国医学図書館のPubMedデータ ベース(NLM PubMed)  
米国国家毒性プログラ ム(NTP)  
ニュ ージーラ ンド 化学物質分類・情報データ ベース(CCID)  
経済協力開発機構、 環境・健康・安全に関する文書  
経済協力開発機構、 高生産量化学物質点検プログラ ム  
経済協力開発機構、 スク リ ーニング情報データ セッ ト   
世界保健機構  

免責事項免責事項免責事項免責事項免責事項
こ の安全データ シート は、 JIS Z 7253:2019 に準拠し ている。  こ のSDSに記載さ れている内容は、 発行日時点の知見、 情報に基づ
き 正確を期し たも のです。 こ こ に記載さ れている情報は当該製品の安全な取扱い、 使用、 加工処理、 保管、 運搬、 廃棄、 漏えい
(洩)時の処理など指針と するこ と のみを目的と し たも のであり 、 いかなる保証をするも のではなく 、 また品質仕様ではあり ませ
ん。 本文中に明記さ れている場合を除き 、 他の何ら かの材料と 組み合わせて使用し た場合、 又は何ら かのプロセスに使用し た場合
には、 有効でなく なる場合があり ます。   

安全データ シート のおわり安全データ シート のおわり安全データ シート のおわり安全データ シート のおわり安全データ シート のおわり   

TWA TW A(時間加重平均)  天井値 最大限界値  
Sk* 経皮吸収  + 
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